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去
る
５
月
30
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
通
常
総
会
に
お
い
て
、

新
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、

坂
下
啓
登
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
三
重
県
商
工
会
連
合
会
の
会

長
と
し
て
、
こ
の
ご
決
議
を
極

め
て
重
く
受
け
止
め
、
さ
ら
に

は
、
昨
今
の
経
済
・
社
会
情
勢

の
大
変
な
こ
の
時
期
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
責
任
の
重
大
さ
に
、

大
変
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み

ま
し
て
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご

協
力
の
も
と
に
、
地
域
総
合
経

済
団
体
と
し
て
、
会
員
の
皆
様

な
ら
び
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
緩

や
か
な
改
善
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

を
取
り
巻
く
状
況
も
改
善
傾
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
改
善
の
度
合

い
は
規
模
、
組
織
形
態
等
に
よ

っ
て
異
な
る
こ
と
に
加
え
て
、

設
備
投
資
や
売
上
高
の
伸
び
悩

み
と
い
っ
た
課
題
も
存
在
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
取
引
環
境
に

つ
い
て
も
中
規
模
企
業
と
小
規

模
企
業
で
は
格
差
が
拡
大
し
、

特
に
、
商
工
会
地
域
の
多
く
は
、

少
子
超
高
齢
化
、
過
疎
化
、
人

口
減
少
と
い
う
社
会
的
課
題
に

直
面
し
、
そ
の
対
応
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
に
国
に
お
い
て
は
、

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
、
県

に
お
い
て
は
、
三
重
県
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
が

制
定
さ
れ
、
地
域
の
小
規
模
事

業
者
支
援
の
充
実
が
は
か
ら
れ
、

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

や
三
重
県
版
経
営
向
上
計
画
に

お
い
て
、
経
営
指
導
員
等
が
地

域
の
皆
様
に
対
し
て
、
伴
走
型

支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
法
律
・
条
例
が
制
定
さ
れ

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
中
、

国
に
お
い
て
は
、
小
規
模
企
業

振
興
基
本
計
画
の
見
直
審
議
に

は
い
り
、
地
域
商
工
会
に
お
い

て
も
、
第
二
期
の
経
営
発
達
支

援
計
画
の
策
定
準
備
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
変
化
に
対

応
で
き
る
持
続
可
能
な
強
い
商

工
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
会

員
数
の
拡
大
に
よ
る
組
織
力
の

強
化
、
会
員
企
業
が
事
業
の
持

続
的
発
展
で
き
る
た
め
の
職
員

の
人
材
育
成
の
強
化
、
安
定
的

な
組
織
運
営
で
き
る
財
政
基
盤

の
強
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
地
域
の
皆
様
方
の
お
知
恵
を

お
借
り
し
な
が
ら
、
地
域
経
済

発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
並
び
に
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
お

礼
並
び
に
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

坂 下 啓 登
県連会長

新 役 員 （副会長）
◦強い商工会づくりの推進
◦円滑な事業承継の推進
◦経営計画策定支援の推進
◦経営発達支援事業の積極的
推進
◦国内外販路開拓支援事業の
積極的推進
◦儲かる地域づくり、地方創
生の推進

安 藤 邦 晃
（朝明）

柘 植 満 博
（伊賀市）

辻　 丈 昭
（明和町）

藤 村 達 司
（みえ熊野古道）

新
会
長
あ
い
さ
つ

重点事業
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社員 原田 祥さん・代表 小林弘仁さん・社員 種村朋浩さん

さくら農園
－東員町商工会－

－『地元愛』を最前線に！－

　高さ30m、幅12ｍ、滝から舞い上がるしぶきが雪のように飛ぶ「飛雪の滝」。
この滝を間近に臨む「飛雪の滝キャンプ場」が、2018年4月にリニューアルオー
プンしました。新しいキャンプ場には、コテージ８棟、テントサイト８区画、直
売・集客交流拠点施設（フロント）、BBQ棟のほかに、豊かな自然をめぐる遊歩
道等が整備されています。
　夏季には、涼しい滝のそばで、ミストシャワーをたっぷり浴びるだけでも爽快
ですが、緑濃い周辺の散策や滝つぼでの水遊び、ダッキーと呼ばれるカヌー体験
もたいへん好評です。今後も、滝や大自然を活かした多彩な遊びを企画中ですの
で、美しく快適な自然の近くに滞在して、夏を満喫したいという方はぜひ、飛雪
の滝キャンプ場にお越しください。　　　　　　　　　　　　　（紀宝町商工会）

紀宝町飛雪の滝キャンプ場
〒519-5718
三重県南牟婁郡紀宝町浅里1409-1
TEL：0735-21-1333
H P：https://hisetsu.jp

「人権」って一言で聞くと、とても難しく感じる。でも、それはとっても簡単なこと。ただ、相手の立場になって一緒に考えるだけ。

紀宝町にリニューアル オープン !
－飛雪の滝キャンプ場－

三重県人権メッセージから

外観とサインポール

店舗外観
店内の様子かぶとむしを

虫かごに入れ
プレゼント

くわがた

畑の様子

かぶとむし

有限会社いなべ総合不動産
－いなべ市商工会－

たぁくん食堂
－大紀町商工会－

大人気の
「ほたてごはん」
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●
基
本
と
な
る
教
育
理
念

　
今
回
ご
紹
介
す
る
「
さ
く
ら
農

園
」
は
「
ク
リ
ッ
プ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン（
名
古
屋
市
）」
が
運
営
し

て
い
る
。
ク
リ
ッ
プ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
」
は
、

C
lever

（
機
転
の
き
く
）の
知
恵
、

Liberal

（
自
由
な
）の
反
権
威
、

Independent

（
独
立
し
た
）の

自
主
独
立
、Positive

（
積
極
的

な
）の
前
向
き
な
行
動
力
を
表
わ

し
、
既
存
の
権
威
に
お
も
ね
る
こ

と
な
く
、
自
ら
の
知
恵
と
行
動
力

で
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
と
姿
勢
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
社
が
常
に
重
視
す
る
の
は
、

自
ら
考
え
、
決
断
し
、
行
動
で
き

る
人
材
の
育
成
で
あ
り
、
そ
の
展

開
領
域
は
学
習
塾
や
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
、
多
様
な
領
域
に

ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
る
。

●
農
園
の
概
要

　
さ
く
ら
農
園
は
、
運
営
会
社
の

教
育
理
念
を
実
践
し
体
験
す
る
場

と
し
て
２
０
１
０
年
に
開
園
。
理

念
に
共
感
す
る
地
元
の
企
業
や
住

民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
体
験
型

農
園
で
あ
る
。
以
前
は
耕
作
放
棄

地
と
し
て
火
事
や
不
法
投
棄
の
問

題
を
抱
え
て
い
た
土
地
が
、
耕
さ

れ
て
立
派
に
再
生
し
た
こ
と
で
、

農
園
に
寄
せ
る
地
域
の
期
待
は
大

き
い
。

　

総
面
積
1.2 

ha（
１
町
２
反
）。

全
て
無
農
薬
の
有
機
栽
培
で
、
年

間
を
通
じ
て
30
種
類
程
の
作
物
を

栽
培
し
て
い
る
。
１
ｍ
×
30
ｍ
の

畝う
ね

単
位
で
貸
農
園
も
行
っ
て
お
り
、

月
２
千
円
で
栽
培
オ
ー
ナ
ー
に
な

れ
る
。
農
機
具
や
肥
料
を
完
備
し
、

苗
も
必
要
に
応
じ
て
提
供
し
て
い

る
。
貸
農
園
で
は
、
根
菜
類
や
カ

ボ
チ
ャ
・
ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
等
が

た
く
さ
ん
実
っ
て
い
る
。
取
材
の

帰
り
に
収
穫
し
た
ニ
ン
ジ
ン
を
頂

戴
し
た
の
で
そ
の
ま
ま
サ
ラ
ダ
に

し
た
と
こ
ろ
、
さ
す
が
に
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
！
全
く
癖
が
な
く
、
美
味

し
か
っ
た
。

●
農
園
の
運
営

　
収
穫
し
た
野
菜
は
、
当
初
は
系

列
会
社
の
さ
く
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス

へ
の
提
供
が
中
心
だ
っ
た
。
最
近

は
地
元
の
学
校
給
食
・
無
農
薬
や

食
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
人
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
や

名
店
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
出
荷
を
口

コ
ミ
で
増
や
し
て
い
る
。
農
園
長

の
出
口
さ
ん
に
よ
る
と
、
無
農
薬

な
の
で
除
草
が
大
変
だ
が
、
植
付

け
や
収
穫
も
含
め
、
地
元
の
方
々

や
福
祉
施
設
の
協
力
で
運
営
で
き

て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
さ
に
、
地

域
が
農
園
を
支
え
て
い
る
。

●
教
育
理
念
の
実
践

　
同
園
の
最
も
重
要
な
役
割
は
、

「
知
識
は
体
験
と
融
合
し
て
こ
そ

生
き
る
力
や
知
恵
に
な
る
」
と
考

え
る
運
営
会
社
の
教
育
理
念
を
実

践
す
る
、
農
業
体
験
学
習
と
自
然

体
験
学
習
で
あ
る
。
農
業
体
験
で

は
田
植
え
、
野
菜
収
穫
、
稲
刈
り
、

餅
つ
き
等
を
体
験
し
、
自
然
体
験

で
は
流
し
そ
う
め
ん
、
カ
ブ
ト
ム

シ
捕
り
、
キ
ャ
ン
プ
等
を
体
験
す

る
。
ま
た
、
貸
農
園
を
活
用
し
て
、

新
規
就
農
希
望
者
の
育
成
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

年
間
約
２
，５
０
０
人
の
都
市

部
の
子
ど
も
た
ち
が
、
農
業
体
験

ツ
ア
ー
に
や
っ
て
く
る
。
同
園
で

は
50
人
が
宿
泊
で
き
る
施
設
も
完

備
し
て
い
る
。
宿
舎
は
各
種
の
果

樹
園
や
雑
木
林
の
自
然
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
ク
ヌ
ギ
の
木
を
ケ
ー
ジ

で
囲
っ
た
一
角
で
は
、
堆
肥
化
し

た
木
材
チ
ッ
プ
を
使
っ
て
、
カ
ブ

ト
ム
シ
を
育
て
て
い
る
。
カ
ブ
ト

ム
シ
に
触
れ
て
生
態
を
知
り
、
楽

し
み
な
が
ら
自
然
や
命
の
大
切
さ

を
学
べ
る
教
材
と
な
っ
て
い
る
。

秋
の
収
穫
期
や
地
元
の
お
祭
り
へ

の
参
加
等
、
色
々
な
体
験
学
習
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
参
加
者
の

意
識
が
単
な
る
遠
足
や
レ
ジ
ャ
ー

気
分
に
陥
ら
な
い
の
は
、
運
営
会

社
や
同
園
の
理
念
が
、
活
動
に
し

っ
か
り
根
付
い
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
次
世
代
を
担
う
人
材
作
り

へ
の
今
後
の
取
り
組
み
が
楽
し
み

で
あ
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　
荒
川
晃
一
）

地
域
と
連
携
し
て

生
き
る
力
や
知
恵
を
育
む

体
験
学
習
農
園

　農園体験等を通して、子どもたちの豊かな感情を大切に伸ば
し、将来の人材育成に繋げたいとの情熱が伝わってくる「さく

ら農園」。
　収穫時には農園体験の子どもたちの賑やか
な声と同時に、帰宅後の食卓での笑顔と弾む
会話が浮かんできます。無農薬、有機栽培に
拘り、野菜独自の甘さ、美味しさがぎっしり
詰まった収穫物は、口コミにより販売先が広
がってきています。珍しい20㎝程の「ジャ
ンボピーマン」も自慢のひとつ！！今後の栽
培や多種多様な体験もとても楽しみです！

コメント

東員町商工会
経営指導員
瀬戸口 一美 ジャンボピーマンの様子

宿泊棟の外観

さくら農園
農園長　出口孔正さん

事業所名　さくら農園
農 園 長　出口 孔正
開　　設　2010年
所 在 地　〒511-0255
　　　　　員弁郡東員町長深3393
電　　話　0594-49-5970
業　　種　体験型農園
従業員数　3名
所属商工会　東員町商工会

事

業

概

要

「みんな平等」、「いじめ、差別はいけない」なんて、言うだけじゃ意味がない。自分から行動して初めて意味があるのだと思う。自分からの行動で、世の中を変えていこう。

会員さん訪問会員さん訪問

三重県人権メッセージから
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●
昨
年
11
月
に
開
業
！

　
今
回
紹
介
す
る
有
限
会
社
い
な

べ
総
合
不
動
産
は
、
昨
年
11
月
に

開
業
し
た
ば
か
り
の
事
業
所
で
あ

る
。
い
な
べ
市
員
弁
町
大
泉
新
田

に
あ
り
、
三
岐
鉄
道
北
勢
線
大
泉

駅
か
ら
車
で
約
２
分
、
距
離
に
し

て
約
８
５
０
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

店
舗
は
、
い
な
べ
市
と
桑
名
市
を

結
ぶ
幹
線
道
路
の
沿
線
に
あ
り
、

フ
ァ
サ
ー
ド
の
三
角
屋
根
が
特
徴

的
と
な
っ
て
い
る
。

●
グ
ル
ー
プ
で
法
律
サ
ー
ビ
ス
を

提
供

　
有
限
会
社
い
な
べ
総
合
不
動
産

の
取
締
役
社
長
で
あ
る
小
林
弘
仁

さ
ん
は
、
父
親
が
営
む
小
林
登
記

測
量
事
務
所
で
土
地
・
家
屋
等
の

測
量
や
登
記
な
ど
の
業
務
に
携
わ

っ
て
い
た
。
顧
客
の
事
情
に
よ
っ

て
は
、
不
動
産
の
売
買

等
が
必
要
に
な
る
が
、

そ
の
と
き
は
不
動
産
業

者
を
紹
介
す
る
形
で
対

応
し
て
い
た
。

　
小
林
弘
仁
さ
ん
も
宅

地
建
物
取
引
士
の
国
家

資
格
を
有
し
て
お
り
、

不
動
産
業
を
営
む
こ
と

で
測
量
や
登
記
だ
け
で
な
く
、
不

動
産
売
買
ま
で
を
一
括
し
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
事
業
形

態
を
構
築
す
る
こ
と
を
模
索
し
た
。

　
そ
こ
で
、
父
親
を
代
表
社
員
と

す
る
土
地
家
屋
調
査
士
法
人
三
重

登
記
測
量
サ
ポ
ー
ト
を
設
立
す
る

と
と
も
に
、
有
限
会
社
い
な
べ
総

合
不
動
産
を
開
業
、
さ
ら
に
、
実

兄
が
営
む
司
法
書
士
・
行
政
書
士 

小
林
聖
仁
事
務
所
の
三
つ
の
事
業

体
で
小
林
事
務
所
グ
ル
ー
プ
を
組

織
し
、
不
動
産
や
相
続
な
ど
幅
広

い
法
律
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地

元
い
な
べ
市
の
方
々
の
課
題
解
決

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。

●
経
営
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
小
林
弘
仁
さ
ん
は
、
高
校
を
卒

業
し
て
か
ら
会
社
勤
め
を
行
っ
た

が
、
そ
の
後
、
専
門
学
校
に
入
学

し
て
測
量
に
関
す
る
技
術
・
知
識

等
を
修
得
し
た
。
卒
業
後
は
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
宅
地
建
物
取
引

士
、
測
量
士
等
の
国
家
資
格
を
取

得
し
、
業
務
に
関
す
る
知
識
、
技

術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
に
努
め
、
更
に
、
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
構
築
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
名
古
屋
の
専
門
学
校
で
土

地
家
屋
調
査
士
の
国
家
試
験
受
験

者
を
対
象
に
、
講
師
を
務
め
多
く

の
合
格
者
を
輩
出
し
た
り
、
三
重

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
の
出
前
授

業
で
県
内
の
工
業
系
の
高
校
で
講

師
を
務
め
、
後
進
の
育
成
や
業
界

の
発
展
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

●
事
業
内
容

　
有
限
会
社
い
な
べ
総
合
不
動
産

は
、
社
名
の
と
お
り
不
動
産
の
売

買
、
貸
借
、
管
理
業
務
が
本
業
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
生
命
保

険
・
損
害
保
険
の
代
理
店
や
郵
便

切
手
・
印
紙
の
委
託
販
売
の
業
務

も
行
っ
て
お
り
、
地
域
に
密
着
し

た
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
小
林
弘
仁
社
長
が
37
歳
、
従

業
員
も
30
代
、
20
代
で
ス
タ
ッ
フ

３
名
の
平
均
年
齢
が
32
歳
と
若
さ

あ
ふ
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
会
社
で

あ
る
。

●
今
後
の
目
標

　
今
後
の
目
標
等
に
つ
い
て
小
林

弘
仁
社
長
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

「
今
後
、
い
な
べ
市
で
は
、
高
齢

化
の
進
展
に
よ
る
相
続
や
空
き
家

問
題
、
高
速
道
路
の
開
通
や
企
業

進
出
な
ど
に
よ
り
若
い
世
代
の
転

入
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
グ

ル
ー
プ
全
体
で
総
合
的
な
法
律
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
住
民
の
抱
え

る
課
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
特
に
、
企
業
の
誘
致
な
ど
に

関
与
し
、
地
元
の
雇
用
拡
大
や
定

住
人
口
増
大
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
中
小
企
業
診
断
士　
橋
本
大
輔
）

法
律
サ
ー
ビ
ス
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
不
動
産
業
者

有限会社
いなべ総合不動産

　小林社長は第3期いなべ創業塾の卒業生です。
講座では他の受講生と積極的にコミュニケーショ

ンを取っていた姿から、その明
るさとコミュニケーション力で
塾を盛り上げてくれました。
　社長も従業員の皆様も若く、
フレッシュな事務所です。不動
産を通じ地域課題の解決を目指
す「いなべ総合不動産」。今後
も応援していきたいです。

コメント

代表 小林弘仁さんの
業務の様子（HPから）

代表　小林弘仁さん

企 業 名　有限会社いなべ総合不動産
代 表 者　小林 弘仁
所 在 地　いなべ市員弁町大泉新田1032番地1
資 本 金　800万円
従 業 員　２人
Ｔ Ｅ Ｌ　0594-87-6967
Ｆ Ａ Ｘ　0594-87-6968
営業時間　9：30～18：30
定 休 日　水曜日
業　　種　不動産業全般／保険代理店
所属商工会　いなべ市商工会
Ｕ Ｒ Ｌ　https://inabe-fudousan.com/

企

業

概

要

店舗の外観

「ありがとう」って言われたとき、めっちゃ嬉しくなった。いっぱい「ありがとう」って言われる行動したくなった。「ありがとう」って言ってくれて「ありがとう」。

有限会社
いなべ総合不動産

至
桑
名
市

至
桑
名
市

大泉橋

国道421号

国道421号

国
道
365号

国
道
365号

員弁川
員弁川

三
岐
鉄
道
北
勢
線

三
岐
鉄
道
北
勢
線

員弁中学校員弁中学校

員弁西
小学校
員弁西
小学校

いなべ市役所いなべ市役所

員弁東小学校員弁東小学校

北部経営
支援センター
北部経営
支援センター

スーパースーパー

農業屋農業屋

東員郵便局東員郵便局

至北勢町至北勢町 至多度町至多度町

至桑名市至桑名市

楚原駅楚原駅

大泉駅大泉駅

会員さん訪問会員さん訪問

三重県人権メッセージから

いなべ市商工会
経営指導員
諸岡 雅仁
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●
立
地
と
特
徴

　
今
回
ご
紹
介
す
る
「
た
ぁ
く
ん

食
堂
」
は
、
紀
勢
自
動
車
道
の
紀

勢
大
内
山
イ
ン
タ
ー
を
降
り
て
直

ぐ
に
あ
る
つ
り
エ
サ
店
の
敷
地
内

に
立
地
す
る
。
事
業
主
の
中
世
古

令
子
さ
ん
と
夫
の
仁
彦
さ
ん
が
、

二
人
三
脚
で
３
月
に
開
業
し
た
ば

か
り
の
お
店
で
あ
る
。
名
前
の

「
た
ぁ
く
ん
」
は
、
現
在
は
自
衛

隊
に
勤
務
す
る
息
子
の
辰た

つ

規の
り

さ
ん

の
愛
称
に
由
来
す
る
。
同
食
堂
は
、

長
年
の
ス
ー
パ
ー
や
地
元
イ
ベ
ン

ト
へ
の
訪
問
出
店
事
業
で
培
っ
た

料
理
と
接
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
地

元
に
定
着
し
て
発
信
す
る
た
め
に

ご
夫
婦
で
相
談
し
て
開
業
し
た
。

●
開
業
ま
で
の
経
緯

　
元
々
食
堂
を
す
る
前
は
、
夫
の

手
伝
い
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
鉄
板
焼

き
の
訪
問
出
店
を
や
っ
て
お
り
、

創
業
時
か
ら
の
中
心
メ
ニ
ュ
ー
は
、

焼
き
そ
ば
、
お
好
み
焼
き
等
の
鉄

板
焼
で
あ
る
。
事
業
主
は
、
料
理

好
き
で
、
み
ん
な
に
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
か
は
自
分

の
お
店
を
も
ち
た
い
、
と
い
う
思

い
が
今
回
夢
が
か
な
っ
た
。
メ
ニ

ュ
ー
内
容
は
、
焼
き
そ
ば
、
お
好

み
焼
き
は
も
ち
ろ
ん
、
丼
物
、
定

食
等
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
地
元

錦
で
水
揚
げ
さ
れ
た
、
海
の
魚
を

使
っ
た
焼
魚
定
食
は
お
す
す
め
で

あ
る
。

●
本
家
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー

　
今
回
開
店
し
た
「
た
ぁ
く
ん
食

堂
」
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
は
、
何
と

い
っ
て
も
、
訪
問
出
店
で
ど
こ
に

行
っ
て
も
大
人
気
の
「
ほ
た
て
ご

は
ん
」
で
あ
る
。
今
で
は
、
事
業

開
始
時
か
ら
の
中
心
メ
ニ
ュ
ー
で

あ
る
鉄
板
焼
き
を
凌
ぐ
同
店
の
看

板
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
ほ
た
て
ご
は
ん
」
を
考
案
し

た
き
っ
か
け
は
、
以
前
事
業
主
の

夫
が
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
伊
勢
物

産
展
を
視
察
し
た
際
に
、
的
矢
牡

蠣
を
使
っ
た
牡
蠣
め
し
が
大
評
判

だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
人
気

を
目
の
当
た
り
に
し
た
夫
は
、
牡

蠣
の
代
わ
り
に
ホ
タ
テ
を
使
っ
た

ら
、
も
っ
と
美
味
し
く
な
る
に
違

い
な
い
と
考
え
た
。

　
同
店
の
「
ほ
た
て
ご
は
ん
」
の

特
徴
は
、
単
に
出
汁
で
炊
く
だ
け

で
な
く
、
炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
を

蒸
し
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
で
ホ
タ
テ
の
風
味
が
高

ま
り
、
ご
飯
全
体
が
ほ
っ
こ
り
す

る
。
ま
た
、
蒸
す
こ
と
で
湧
き
上

が
る
湯
気
は
、
お
客
の
食
欲
を
掻

き
立
て
る
。
同
店
の
ほ
た
て
ご
は

ん
は
、
全
国
に
あ
る
「
ほ
た
て
ご

は
ん
」
の
先
駆
け
だ
と
い
う
。
そ

の
た
め
、
同
店
で
は
あ
え
て
「
本

家
ほ
た
て
ご
は
ん
」
と
名
付
け
て

い
る
。
そ
し
て
、
遠
方
か
ら
買
い

求
め
に
来
る
お
客
が
多
い
の
も
特

徴
で
あ
る
。
平
日
、
11
時
と
16
時

に
炊
き
た
て
を
販
売
し
て
い
る

（
４
０
０
円
税
込
）
。

●
一
期
一
会

　
当
面
の
目
標
は
、
近
隣
の
コ
ン

ビ
ニ
に
負
け
な
い
お
店
作
り
で
あ

る
。
同
店
を
訪
問
す
る
と
、
元
来

は
控
え
め
だ
が
、
カ
ラ
オ
ケ
大
好

き
な
事
業
主
と
、
お
や
じ
ギ
ャ
グ

が
得
意
な
夫
が
、
明
る
く
出
迎
え

て
く
れ
る
。
店
内
に
は
「
ニ
ャ
ン

大
紀
に
行
く
な
ら

「
た
ぁ
く
ん
食
堂
の
ほ
た
て
ご
は
ん
」

は
外
せ
な
い

たぁくん食堂

　紀勢自動車道の紀勢大内山ＩＣをおりて黄色看
板が目印のお店です。おすすめはほたてごはんと

鉄板焼きです。特にほたてごは
んは、ほたてがたくさん入って
おり、だしが良く効いてとて
も美味しいです。平日限定11：
00と16：00に炊き立てを販売
しております。
　お近くへお越しの際はぜひお
立ち寄りください。お待ちして
おります。

コメント

大紀町商工会
記帳指導員
山路 徳光

中世古仁彦さん
代表 中世古令子さん

事業所名　たぁくん食堂
代 表 者　中世古 令子
開　　業　2018年3月23日
所 在 地　〒519-2802
　　　　　度会郡大紀町崎1970-1
電話・FAX　0598-89-4438
営業時間　11：00～21：00
定 休 日　月曜日
業　　種　食堂
所属商工会　大紀町商工会

事

業

概

要

店舗外観

大人気「お好み焼き」と「焼きそば」

至
松
阪

至
松
阪

至紀北町至紀北町

紀勢自動車道紀勢自動車道

JR紀
勢本
線

JR紀
勢本
線 国道

42号
国道
42号

至名古屋・伊勢方面至名古屋・伊勢方面

大紀町商工会大紀町商工会

大内山動物園大内山動物園
JAJA

GSGS

江尻橋南

たぁくん食堂大内山駅大内山駅

紀勢
大内山IC
紀勢
大内山IC

会員さん訪問会員さん訪問

傷つけて一人楽しむより、みんな笑いあって楽しむほうが気持ちいいよ。一度きりの人生。傷つけあうより楽しんでいこう！！きっと毎日が明るくなるから。
三重県人権メッセージから

だ
か
幸
せ
一
期
一
会
」
の
暖
簾
が

掛
か
っ
て
い
る
。
一
期
一
会
は
事

業
主
が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
で

あ
る
。
来
店
客
は
、
同
店
自
慢
の

メ
ニ
ュ
ー
と
ご
夫
婦
の
楽
し
い
会

話
で
、
ほ
た
て
ご
は
ん
同
様
、
コ

ン
ビ
ニ
に
は
な
い
ほ
っ
こ
り
気
分

を
味
わ
え
る
に
違
い
な
い
。
今
後

の
お
店
の
発
展
が
楽
し
み
で
あ
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　
荒
川
晃
一
）
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項　目 売　　上 採　算（経常利益） 資 金 繰 り
業　界　天　気　動　向　図

年月 H
29
年

7
〜
9
月

H
30
年

1
〜
3
月

H
29
年

7
〜
9
月

H
30
年

1
〜
3
月

H
29
年

7
〜
9
月

H
30
年

1
〜
3
月

10
〜
12
月

10
〜
12
月

10
〜
12
月

4
〜
6
月

4
〜
6
月

4
〜
6
月業種

製　造　業

建　設　業

小　売　業

サービス業

各項目については次により表示した

（数値の左は前期構成比、右は当期構成比を記す）今期直面している経営上の問題点

表　示
ＤＩ値（前年同期比） 20.1～ 5.1～20.0

好　転 やや好転
増　加 やや増加

5.0～△5.0
区　分 横ばい

△5.1～△20.0 △20.1～△35.0 △35.1～
やや悪化 悪　化 非常に悪化
やや減少 減　少 大幅に減少

快晴 晴れ 曇り 小雨 雨 豪雨

製　造　業

前期 今期

前期 今期 25.0 32.6

23.8 35.0

13.6 16.3 18.2 11.6 2.3 9.3 ― 7.0

11.4

― 5.0― 10.0

9.1 14.718.2 20.6 ― 8.8

―

1位にあげる問題点

建　設　業 1位 2位 5位
官公需要の停滞

13.2 25.7

1位
大型店・中型店の進出
による競争の激化

14.3 20.0

請負単価の低下、
上昇難 熟練技術者の確保難、民間需要の停滞 材料価格の上昇、

人件費の増加など
前期 今期
1位にあげる問題点

小　売　業

前期 今期
1位にあげる問題点

サービス業
1位にあげる問題点

1位
生産設備の
不足・老朽化

2位

3位

3位2位1位 4位 5位
利用者ニーズの変化店舗施設の

狭隘・老朽化需要の停滞 熟練従業員の確保難 新規参入業者の増加、
従業員の確保難

同業者の進出、購買力の他地域への流出、消費者ニーズの変化、
店舗の狭隘・老朽化、仕入単価の上昇

3位
原材料価格の上昇 大企業の進出による競争の激化、原材料の不足、

製品(加工)単価の低下、上昇難、需要の停滞

インターネットは相手の顏が見えません。ふとした一言が、相手を傷つけてしまうこともあります。誰かを陥れて優越感に浸るより、誰もが幸せになれるネット社会が広がるといいです。

　中小企業庁から2018年版小規模企業白書が公
表されたが、第2部で「小規模事業者の労働生産
性の向上に向けた取組」と題して、小規模事業者
の生産性に関する実態や高めるための方策等につ
いて取りまとめられている。その中で、小規模事
業者等の事業活動に関する調査（2017年12月：
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング(株)）の
結果を基に小規模事業者の経営者の業務内容や従
事の実態についても触れられている。
　内容を要約すると、昨今の深刻な人手不足状況
の中、人手不足への対応として最も多いのが「経
営者の労働時間を増やして対応」（53.9％）であ
り、2位の「パート・アルバイト等による対応」
（35.0％）、3位の「従業員の多能工化や兼任化」
（31.2％）を大きく引き離している。そして、経
営者は商品やサービスの販売・製造、資金調達、
経営計画の策定、顧客管理、在庫管理、財務・会
計、給与管理・勤怠管理など直接的・間接的な幅
広い業務に従事している。特に、売上等に直結し
ない間接的業務の負担が大きく、本来もっと注力
すべき直接的業務に集中できない状況に陥ってい
る。これらの経営者の多くは、財務・会計、在庫
管理、給与管理・勤怠管理といった間接的業務に
従事する時間を削減し、売上向上につながる直接
的業務に注力したいとの意向を持っている。ただ、
財務・会計や給与管理・勤怠管理といった業務に

ついては、従業員に任せたくないとする意向が強
いことも浮かび上がっている。そして、財務・会
計や給与管理・勤怠管理などの業務を経営者自身
が行いながら売上に直結する業務に時間を割くた
めには、ＩＴ化して生産性を上げて対応していく
ことが一つの方策であるとされている。
　小規模事業者を取り巻く環境は、益々厳しくな
り経営者は今まで以上に高度な業務・判断を求め
られることになると思われる。それらに備え・対
応するためには、事業推進の直接的な業務に集中
できる時間を確保することが必要であり、間接的
な業務等は内容に応じて、ＩＴ化など効率化・省
力化に取り組んでいくことが求められる。ＩＴ化
推進の是非や対応法などは、商工会の経営指導員
に相談、あるいは専門家派遣制度を活用して専門
家のアドバイスを得ることができるし、コスト負
担については、ＩＴ導入補助金などを活用するこ
とも一案である。
　いずれにしても、人手不足が緩和されることは
考えにくく、経営者の負担が増えることが明白で
あるので、業務の見直し等を図り、ＩＴ化等によ
り効率化できる業務は早めに対応し、経営者とし
て本来やるべき業務に集中できる環境を整備して
いく必要がある。

（中小企業診断士　橋本大輔）

小規模事業者の経営者の業務見直しとＩＴ化

経済産業省　www.meti.go.jp/press/2017/02/20180209001/20180209001.html
中小企業庁　www.chusho.meti.go.jp/keiei/seisansei/参考ＨＰ

三重県人権メッセージから
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項　目 売　　上 採　算（経常利益） 資 金 繰 り
業　界　天　気　動　向　図

年月 H
29
年

7
〜
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〜
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月
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年
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月
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1
〜
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月

H
29
年

7
〜
9
月

H
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年
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〜
3
月
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月

10
〜
12
月

10
〜
12
月

4
〜
6
月

4
〜
6
月

4
〜
6
月業種

製　造　業

建　設　業

小　売　業

サービス業

各項目については次により表示した

（数値の左は前期構成比、右は当期構成比を記す）今期直面している経営上の問題点

表　示
ＤＩ値（前年同期比） 20.1～ 5.1～20.0

好　転 やや好転
増　加 やや増加

5.0～△5.0
区　分 横ばい

△5.1～△20.0 △20.1～△35.0 △35.1～
やや悪化 悪　化 非常に悪化
やや減少 減　少 大幅に減少

快晴 晴れ 曇り 小雨 雨 豪雨

製　造　業

前期 今期

前期 今期 25.0 32.6

23.8 35.0

13.6 16.3 18.2 11.6 2.3 9.3 ― 7.0

11.4

― 5.0― 10.0

9.1 14.718.2 20.6 ― 8.8

―

1位にあげる問題点

建　設　業 1位 2位 5位
官公需要の停滞

13.2 25.7

1位
大型店・中型店の進出
による競争の激化

14.3 20.0

請負単価の低下、
上昇難 熟練技術者の確保難、民間需要の停滞 材料価格の上昇、

人件費の増加など
前期 今期
1位にあげる問題点

小　売　業

前期 今期
1位にあげる問題点

サービス業
1位にあげる問題点

1位
生産設備の
不足・老朽化

2位

3位

3位2位1位 4位 5位
利用者ニーズの変化店舗施設の

狭隘・老朽化需要の停滞 熟練従業員の確保難 新規参入業者の増加、
従業員の確保難

同業者の進出、購買力の他地域への流出、消費者ニーズの変化、
店舗の狭隘・老朽化、仕入単価の上昇

3位
原材料価格の上昇 大企業の進出による競争の激化、原材料の不足、

製品(加工)単価の低下、上昇難、需要の停滞

みんなが生まれたこの世界。みんなが生きていくこの世界。今生きている全員には会えないけれど、みんなはどこかでつながっている。友達の友達の友達の友達。だから一人なんかじゃないよ。

　日銀が７月２日に発表した６月の企業短期経済観測調査
（短観）によると、企業の景況感を示す業況判断指数（D・I）
は、大企業・製造業でプラス21と、前回より３ポイント悪
化した。原油高による原材料費の上昇の影響が幅広い業種で
出ている。一方、大企業・非製造業の業況判断指数はプラス
24と前回より1ポイント改善している。改善は４期ぶりの
ことである。インバウンド需要により宿泊・飲食サービスが
好調であり、運輸など幅広い業種でも需要が好調となってい
る。ただ、中小企業においては、人手不足による人件費上昇
等の影響が広がっており、中小企業・製造業の業況判断指数
は前回より１ポイント悪化しプラス14、中小企業・非製造
業は2ポイント悪化してプラス8となっている。
　3か月後の先行きの見通し(2018年9月予測）は、大企業・
製造業がプラス21と今期と横ばい、大企業・非製造業は3
ポイント悪化のプラス21と見込んでいる。トランプ米政権
の保護主義による貿易摩擦、原油高による原材料高、人手不
足による人件費の増加等が不安視される。中小企業において
は、製造業が今期より2ポイント悪化しプラス12、非製造
業は3ポイント悪化しプラス5と予測しており、大企業以上
に先行きに不安を感じ慎重な見方が多くなっている。
　内閣府が６月19日に発表した６月の月例経済報告におい
ては、国内景気は「景気は、緩やかに回復している」という
判断を据え置いている。これで、今年の１月から６ヶ月連続
で同様の表現となっている。６月の月例経済報告では、個人
消費と輸出が「持ち直している」など、ほとんどの項目で５
月の判断を据え置いている。

　商工会地域の景況調査においては、今期（2018年4月～
6月）の業況に関するD・I値は、製造業が前期と横ばいの
±0.0、建設業は22.0ポイントと大幅に改善しマイナス4.1、
小売業も20.5ポイントと大幅に改善しマイナス28.2、サー
ビス業は5.5ポイントと小幅ながら改善しマイナス17.0と
なっている。前期は、製造業だけが改善し他の業種は悪化と
なり、D・I値も大きな開きがあった。今期は製造業が横ば
い止まり、建設業、小売業、サービス業が揃って改善に転じ、
業種間の差も縮まっている。中でも、建設業は22.0ポイン
ト改善しマイナス4.1となり、マイナス局面からの脱却も視
野に入る。小売業も３期連続でマイナス40の大台を超えて
いたが、20.5ポイント改善したことで今期はマイナス28.2
まで改善している。
　来期（2018年7月～9月期）の業況予測については、製造
業が今期実績よりも11.1ポイント悪化しマイナス11.1にな
ると予想している。建設業は今期実績より4.2ポイント悪化
しマイナス8.3と予想している。一方、小売業は1.9ポイン
ト改善しマイナス26.3、サービス業も8.6ポイント改善しマ
イナス8.4と予想しており、今期以上に業種間の格差が縮ま
ることが予想されている。
　商工会地域の景況感は、依然として業種間に差があるもの
の全体的には改善し、業種間の差も縮まる傾向にある。ただ、
今後も原材料高や人手不足などが事業経営に影響を与える見
込みであり、予断を許さない状況が続くと思われる。

（中小企業診断士　橋本大輔）

製造業は横ばいに止まるも建設業と小売業が大幅に改善。サービス業も改善し、全体的には回復傾向！
－2018年4月〜6月期 中小企業景況調査報告書概要－
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◆
２
０
１
８
年
８
月
号
の
み
え
商
工
会
だ

よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
月
号
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
三
重
県
商
工
会
連
合
会

の
坂
下
啓
登
新
会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
重
点
事
業
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
次
に
、
会
員
さ
ん
訪
問
で
お
伺
い
し
た

３
つ
の
会
社
の
関
係
写
真
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。（
会
員
さ
ん
訪
問
の
記
事
は
、

３
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

本
文
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

◆
会
員
さ
ん
訪
問
は
、
３
社
の
話
題
を
お

届
け
し
ま
す
。
今
月
号
で
紹
介
す
る
３

社
は
、
体
験
型
農
園
と
新
し
く
開
業
し

た
不
動
産
業
及
び
飲
食
店
で
す
。
い
ず

れ
の
事
業
所
も「
強
み
」
を
活
か
し
た

事
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
会
員

の
皆
様
に
も
参
考
に
し
て
頂
け
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
経
済
コ
ラ
ム
で
は
、
２
０
１
８
年
版
小

規
模
企
業
白
書
を
参
考
に
、
小
規
模
企

業
経
営
者
の
業
務
見
直
し
や
間
接
業
務

等
の
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
三
重
県
内
商
工
会
地
区
の
４
月
か
ら
６

月
の
中
小
企
業
景
況
調
査
報
告
は
、
製

造
業
は
横
ば
い
な
が
ら
、
建
設
業
、
小

売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
改
善
傾
向
に
あ

り
、
更
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
小
売
業
は

来
期
も
改
善
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
全

体
的
に
は
上
向
い
て
い
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
誌
面
の
中
程
と
後
半
で
は
、
三
重
県
信

用
保
証
協
会
及
び
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
な
ど
関
係
機
関
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
皆
様
の
事
業
活
動
に
関
わ
る
情
報

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
商
工
会
だ
よ
り

か
ら
知
識
・
情
報
・
刺
激
を
受
け
て
頂

き
、
今
後
の
事
業
運
営
に
役
立
て
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
中
小
企
業
診
断
士　
橋
本
大
輔
）

編

集

後

記

お手軽な掛金で
大きな保障！！

商工貯蓄共済新規募集中！！屋外広告物の適切な点検・管理をお願いします

●点検にあたって気を付けるポイント

●点検義務の対象

■ 節税対策～ご存知でしたか？

　貯蓄共済制度は、貯蓄・保障・融
資がセットになった制度です。
　月々2,000円（1口当たり）の掛
金で年間保険料と手数料を差引いた
金額がそのまま積立金となります。
　また平成30年4月より保険料率
が引き下げとなりましたので年間保
険料が安くなった分、積立へ！
　10年後には満期金として受取っ
て頂けます。（中途解約可能）
　年齢・性別によって保険料は異な
りますので、詳細は商工会へお問合
せ下さい。
　まずは１口から始めてみません
か？

　広告板、壁面広告、屋上広告などの屋外広告物は、まちの活性化を図
るうえで欠かせませんが、点検・管理を怠ると重大な事故につながる恐
れがあります。特に近年、全国で屋外広告物の倒壊や落下による人身事
故が発生しています。
　そのため、三重県では、三重県屋外広告物条例を改正し、平成30年
10月から貼り紙などを除くすべての屋外広告物に点検が義務付けられ
ます。

　三重県屋外広告物条例の詳細や点
検対象、点検方法などについては、
都市政策課までお問い合わせくださ
い。

　点検方法は、目視による点検を行い、点検記録を作成・保管してく
ださい。点検の際には、三重県都市政策課のＨＰで掲載している点検
実施要綱を参考にしてください。
　なお、許可が必要な広告物で、表示面積１平方メートル以上かつ、
高さ４メートルを超えるものは、屋外広告士などの有資格者による点
検が必要となります。

　貼り紙などを除くすべての屋外広告物が点検対象となり、店舗等に
設置された自家用広告物も含まれます。

【問い合わせ先】
　三重県県土整備部都市政策課
　TEL：059-224-2748

ホームページは「三重県 屋外広告
物」で検索してください。

◎小規模企業共済…国がつくった、安
心でお得な制度です。
掛金は全額所得控除！※
共済金は退職所得扱い！
創業間もない方は将来への備えとし
て。また還暦から始められても十分
お得です！

※年間最大で84万円の控除。国民年金基
金、iDeCoとの併用も可能です。

本制度の運営は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が行っています。
【お問い合わせ先】中小機構コールセンター　電話：050-5541-7171（平日：9時～18時）

　小規模企業共済制度は、個人事業主だけでなく、その共同経営者の方々も（２
人まで）ご加入いただくことができます。例えば、配偶者や子女、それ以外の方
でも、事業主が小規模企業者であることを前提に、「①事業の重要な業務執行の
決定に関与していること、または、事業に必要な資金を負担していること。②業
務執行に対する報酬を受けていること。」等を条件にご加入いただくことが出来
ます。是非一度、お近くの商工会（加入窓口）にご相談ください。
　また、会社等法人形態をとられているところでも、代表者の方のみがご加入さ
れているケースがありますが、代表者以外の役員、監査役もご加入いただくこと
が出来ますので、ご加入の有無をご確認ください。

やっとちゃんと気づいた。住んでいるところがちがうだけで、わたしたちはなにも変わらない。なにひとつ変わらない。境界線をひいてしまったのは、真実を知ろうとしなかった自分自身だ。
三重県人権メッセージから

屋外広告物の例


	みえ商工会だより 581号-校了-P1
	みえ商工会だより 581号-校了-P2
	みえ商工会だより 581号-校了-P3
	みえ商工会だより 581号-校了-P4
	みえ商工会だより 581号-校了-P5
	みえ商工会だより 581号-校了-P6
	みえ商工会だより 581号-校了-P7
	みえ商工会だより 581号-校了-P8

